
リハビリテーション専門職
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理学療法士 藤村 亮



今日は皆さんにお会いできてうれしいです！！

• 自己紹介
藤村 亮 山口県萩市出身 山口市在住 4１歳

既婚 妻と二人の子供 猫２匹と同居

理学療法士として１９年働いています
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自己紹介
・2002年3月 リハビリテーションカレッジ島根 卒業

・2002年4月 回復期病棟勤務
・2004年4月 訪問看護ステーション勤務

・2006年4月 済生会山口地域ケアセンター入職
やすらぎ訪問看護ステーション勤務
デイサービス、ショートステイ、介護予防事業を経験

・2015年4月 山口市基幹型地域包括支援センターへ出向
地域リハ活動支援事業、日常生活支援総合事業
介護予防生活支援サポーター養成講座等へ関与

・2017年4月 済生会山口地域ケアセンター 湯田温泉病院勤務
現在に至る



私の仕事

• 山口県理学療法士会：介護保険部部員 地域包括ケア推進部部員

• 山口市総合事業検討委員会（短期集中型サービスC） 委員

• 防府市短期集中型サービス検討委員会 委員

• 防府市リハビリテーション専門職協議会 監事

• 済生会 湯田温泉病院 地域包括ケア病棟専属



同行訪問
アセスメント研究事業



自立支援型地域ケア会議



通いの場支援



自分を表現する方法について、新しいイメージを得られ
た感覚があります。

体験談を当事者の感情も含めて知り、自分の感情を重ね、
お互いにディスカッションすることで追体験した感覚を
得られ、思考・判断力に変化を感じています。



その他に・・・

•療法士会等では、地域包括ケアに関わる人材育成を担当
→地域ケア会議、介護予防、総合事業に関わる人材

•常日頃から送られてくる各市の行政職員からのメール
→出来る限りその日のうちに返信する日々・・・。

•他県の地域ケア会議に参加
→自身が関わる市町へ情報のフィードバック



「総合事業は誰のためのものか？何ができるのか？」

•間違いなく住民のため。そして自分のためでもある
→関わる専門職間の距離を縮める最高のツール

•何が出来るのか？？
→なんでも出来るはず・・・。

※ただし、みんなの力を合わせれば！！

•だからこそ専門職も地域・住民・行政と手を繋ぐ！
→地域づくりは “人づくり”



今日伝えたいこと

•専門職であるまえに、僕も地域に暮らす一人の住民であること。

•専門職は自分事として総合事業もとらえる。

•自分が暮らす街をより良いものにしたい。

•誰か一人が動けば、繋がることができるかもしれない。



やり方を考える時代に・・・

•療法士会にとっても地域づくりは課題
→協力を惜しまない。今だからこそできる事。

• ICTツールを活用したデザイン
→ZoomやSNSを活用した情報交流

•専門職の活用の仕方を知れば協力者は必ずいる
→地域にいる専門職との交流の仕方、役割分担！



行政との距離感

•最初に情報をキャッチするのは行政
→住民の声を受け付けるのが窓口

•ここで専門職との距離が近い自治体は
→すぐに専門職に相談の依頼がかけれる

•距離が遠いと
→チャンスを逃す・・・。



関りの場づくり

•専門職だけがやりたいと思っても無理
→逆に行政が頑張るだけでも無理

•ともに動けることが大切
→メール一通で繋がれる関係性

•日頃から対話の場を作る
→そんなこと聞いてもいいの？ → いいんです！！



ヒント

•日頃から専門職との関りをもつ機会を作りましょう。
→ご自分の自治体で関りを持つ仕組みづくり

•各県の療法士会とのパイプはありますか？
→協議体で元々関わっている専門職を活用しましょう。

•市町ごとに窓口担当の療法士がいることご存じですか？
→山口県では各市町担当の3職種（P.O.S）がいます。



病院のリハ職を活用するためには

•まずは病院を口説いてください。
→所属先が首を振らない限り未来はありません！

•療法士会に協力を依頼しましょう！
→療法士会は勢いのある人を知っています。

•ただ出てもらうだけではリハ職は使えないかも・・・。
→意識を変える、働き方を変える投げかけが必要



防府市リハビリテーション専門職協議会について



まずは意識を変える！

作業療法士免許取得後、病院勤務を経て、吹田市にある医
療法人の介護部門センター長として、介護保険の原点であ
る「自立支援」を軸とした介護サービス（訪問看護、通所
リハビリ、ケアプランセンター）を展開。同時に、同市の
事業者連絡会会長として多くの介護事業者、行政、住民と
ともに地域づくりに取り組む。その過程において、それぞ
れのステークホルダーが自分たちの課題をそのままにして
いることに強い危機感を抱き、「ひと」「環境」「活動」
の要素を新たにつなぎ合わせて本質的な価値を生み出す
well-beingデザイナーとなるべく、2015年に株式会社
TRAPEを設立。 ホームページより引用



協力者や有識者と手を組む



防府市リハビリテーション協議会設立の背景

2014年 4月 周防地域リハビリテーション研究会の活動開始
2017年10月 防府市より「通いの場支援」の依頼
2018年 4月 短期集中予防事業開発会議への参加依頼

通いの場への支援やその他の依頼の増加に対し
て派遣するリハ専門職の数が足りない・・・

PT・OT・ST県士会の基準だけでは
派遣する人を増やすのに時間がかかる・・・

それだったら自分たちで仕組みを作ってしまおう！！



防府市リハビリテーション協議会の在り方

市内のセラピストが市の事業に参加することを通して、通常
業務で利用者や患者と向き合う視点も変わっていくはず！
その下地を作るのが協議会の在り方

防府市

連携

全国市町村
よくある形

連携

地域リハセンター
中心病院



防府市リハビリテーション専門職協議会

防府市リハビリテーション専門職協議会

市の事業に対する
派遣管理

資質向上のための
研修会企画

地域からの
窓口機能

主な活動内容

※防府市リハ協議会の強み
・派遣要件を独自に作成し、質の担保を行える
・派遣する専門職と顔の見える関係を築ける
・窓口機能により依頼を一元化できる
・地域に根ざした組織作りが出来る
・他の市内専門職団体と関係が作りやすい

会員数：87人/140人中
組織率：62％



市の事業に対する専
門職の派遣管理

専門職資質向上のた
めの研修会企画

リハ職に対する地域
からの依頼に対する

窓口機能

〇住民主体の介護予防教室

〇幸せます会議

〇ケアマネ同行訪問アセスメント

〇介護予防教室研修 4回
〇幸せます会議研修 1回
〇訪問アセスメント研修 6回

〇防府市ケアマネ協会機関紙
〇住民向け講習

→包括や自治会から依頼

活動実績



協議会の活動内容②

資質向上のための研修会企画
各事業への参加者を養成するための研修会を開催

概論のSTEP１ 少人数制でのSTEP2

実際に事業に参加しているセラピスト向けの
アドバンスド研修も今後実施予定



協議会の活動内容③

地域からの窓口機能

〇防府市ケアマネ協会機関紙への記事掲載
〇他職種向け勉強会の講師依頼
〇住民向け講習（包括等から依頼）
〇放課後等デイサービスへの派遣
○健やかほうふ21計画推進委員会への委員の推薦
○防府市短期集中予防サービス検討委員会委員の推薦

など

個人で請けていた
依頼

依頼者と個人的な面識がなくてもリハ職に仕事を依頼しやす
くなることが理想



ほうふ・通所福祉まつり

ケーブルテレビ出演 コロナ対策のチラシ作成



情報共有ツール ZOHO Connect

ZOHO Connect

グループに分けて
情報共有や各報告書などを管理









まとめ

•総合事業は様々な人をつなぐ橋となる
→話し合える、繋がれる、支えられる

•地域づくりは人づくりでもある
→成果を感じた人がもたらす新たな効果

•発想の転換で新たな取り組みを作る
→ポジティブを共有することで関りが変わる



ご清聴ありがとう
ございました

何かお問い合わせ等ありましたら以下に、ご連絡ください。

yama.pt.houkatukea@Hotmail.com

藤村まで


